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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 この調査は、鹿島市における男女共同参画に関する意識と実態を把握し、「女
ひ

性
と

と男
ひ

性
と

が

ともに住みやすく、暮らしやすいまち鹿島をめざして」の実現に向けた施策に役立てるた

めの基礎資料とするものである。 

 

２．調査の実施方法 

（１）調査方法  調査票による郵送調査 

（２）調査時期  平成２６年９月１７日～１０月１０日 

（３）調査対象者 鹿島市に居住する満２０歳以上の男女１，０００人（男 47.7％、女 52.3％） 

（４）標本抽出方法 住民基本台帳に基づく２０歳代から８０歳代までの男女を無作為抽出 

                        （Ｈ26.7.18現在） 

（５）回収総数  ３９４人 （回収率３９．４％） 

うち、有効回答数 ３７９人（有効回答率 ３７．９％） 

（女性：２１３人、男性：１６６人、不明：１５人） 

（６）主な調査項目 

  ① 結婚・家庭について 

  ② 子育てと教育について 

  ③ 職業について 

  ④ ＣＳＯ活動について 

  ⑤ 女性の人権等について 

  ⑥ 男女共同参画社会について 

  ⑦ 老後について 

  ⑧ 自由意見 

（７）調査主体  鹿島市 総務部 人権・同和対策課 

（８）調査回答者の属性 

  ★ 性  別    女性：56.2％、 男性：43.8％ 

  ★ 年  齢    20歳代：7.4％、 30歳代：10.3％、 40歳代：14.1％ 

            50歳代：18.3％、 60歳代：24.7％、 70歳以上：25.2％ 

★ 配偶者の有無  有り：75.3％、 無し：24.7％ 

★ 共働きかどうか 共働きである：52.9％、 共働きでない：47.1％ 

★ 世帯の形態   単身世帯：5.9％、 一世代世帯：25.8％、 二世代世帯：46.5％ 

        三世代世帯：18.1％、 その他：3.7％ 
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Ⅱ．調査の結果 

 

１．結婚・家庭について 

 

○結婚・家庭に関する意識（問 1） 

 

（ア）「結婚は個人の自由」に賛成が 6割強である。 

（イ）「夫は外で働き、妻が家庭を守るべき」といった『性別役割分担意識』について、27.8％

の賛成があり、性別役割分担意識はまだまだ根強いといえる。 

（ウ）「女性は結婚したら家庭を中心に生活したほうがよい」については、賛成 44.9％、反

対 55.1％と拮抗している。 

（エ）「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」については、7割弱（67.6％）が反対

意見で、子どもをもつことを肯定的に捉えている。 

（オ）「結婚しても相手に満足できないときは、離婚すればよい」に対し、離婚容認派は 34.2％

である。 

（カ）「一般に今の社会では離婚すると女性の方が不利である」については、過半数（53.2％）

が肯定している。 
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○家庭生活の役割分担（問 2-1） 

 

「掃除」「洗濯」「食事のしたく」など狭義での『家事』については女性が主として担ってい

る。また、「財産の管理・運用」についても女性の方が多い。 
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○育児の役割分担（問 2-2） 

 

『育児』については、男性は 5割以上が「両方同じ程度の役割」と回答しているのに対し、

女性は 5割以上が「妻・母親・娘の役割」と回答しており、意識の違いが顕著である。 

 

 

 

○介護の役割分担（問 2-3） 

 

『介護』については、『育児』と同様の結果となっており、男性の 5割強が「両方同じ程度」

と回答しているのに対し、女性は 5割強が「妻・母親・娘」と回答している。 
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２．子育てと教育について 

 

○子どもを産まなくなった理由（問 3） 

 

1位は「子育てのための経済的負担」53.0％で、次いで「女性の結婚年齢が高くなって子ど

もを産む期間が短くなっている」が 44.1％、その次が「出産・子育てが女性だけの負担とな

り仕事との両立が困難」で 39.3％となっている。 
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○子どものしつけや教育に関する考え方（問 4） 

 

「女の子は自分の考えを持ち、男の子と同等に経済的に自立できるよう職業人としての教育

が必要」という意見には、9割強の大多数が賛成している。 

 

 

 

「男の子に炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせる」という意見には、

全体の 9割以上が賛成している。 
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「男女にはそれぞれの役割があるので、女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育て

る」という意見には、賛成派が女性では 6割強、男性では 7割強となっている。 

 

 

 

 

○子どもの進学目標（問 5） 

 

男女とも、女の子よりも男の子に対して高い学歴を望んでいる。「大卒以上」の希望は、男

の子に対しては 79.8％、女の子に対しては 55.3％と 24.5ポイントの開きがある。 

 

 

  

26.2 

23.0 

30.2 

42.6 

41.5 

44.0 

24.5 

27.5 

20.8 

6.7 

8.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

全
体 

 

女
性 

 

男
性 

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 

0.5 

0.5 

10.8 

9.3 

12.9 

7.7 

20.5 

2.7 

49.5 

69.4 

5.8 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女
の
子
の
目
標 

男
の
子
の
目
標 

中学 高校 専門学校 短大・高専 大学 大学院 



~ 8 ~ 
 

３．職業について 

 

○職業の有無（問 6） 

 

女性の就業率は、20歳代から 50歳代までは 7割から 8割に達している。 
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○職業の形態（問 6-1） 

 

女性の就業形態は、正規社員（34.7％）非正規社員（32.6％）家事手伝い（14.6％）と続く

が、正規社員と非正規社員との差はあまりなく、非正規就業にまだまだ集まる傾向がある。 
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○職業をもっていない理由【職業をもっていない女性のみ】（問 6-3） 

 

「年をとったから、退職したから」が 56.3％と第 1位であるが、有職経験者であるため実質

的な職業をもたない理由の第 1位は「自分の健康状態が思わしくないから」（19.7％）と考

えられる。 

家庭内役割が職業をもつ阻害要因ではなく、職業従事に必要な健康状態を保持できないから

であると考えられ、性別役割意識を理由とする割合は少なくなっている。 
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○職業をもつ場合の重視点【職業をもっていない女性のみ】（問 6-4-1） 

 

「勤務時間が自分の生活にあっている」（25.0％）「家庭生活と両立できる」（19.2％）「通勤

に便利である」（17.3％）が高い割合である。 
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○女性が職業をもつことに対する考え方（問 7） 

 

「子どもができたら職業を中断し、手がかからなくなって再びもつ方がよい」が 48.8％と最

も多く、「ずっと職業をもっている方がよい」が 39.3％で続き、中断志向が少し高くなって

いる。 
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○生活の中での優先度の理想と現実【ワークライフバランス】（問 8～9） 

 

理想は「仕事と家庭生活を共に優先したい」が最も多いが、現実としては、男性は「仕事を

優先している」が多く、女性は「家庭生活を優先している」が多く、複数の活動をバランス

よく行いたいという理想に反して単一の活動を優先している現実がある。 

【理 想】 

 

【現 状】 
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○男女が共に仕事と生活の調和を実現していくための条件（問 10） 

 

第 1位は「育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境づくり」48.8％、次いで「女性が

働くことへの家庭や職場の理解と協力」が 45.6％と続く。 

ただし、女性では「女性が働くことへの家庭や職場の理解と協力」がわずかの差で 1位とな

っている。 
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４．ＣＳＯ【市民社会組織】活動について 

 

○活動への参加状況（問 11） 

 

「何も参加していない」人が 63.6％（女性 62.4％男性 65.2％）と性別にかかわらず 6 割以

上の人が地域組織に加入し活動を行っていない。 
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○参加している理由（問 11-1） 

 

男性は「人や世の中、地域に役立つ」（45.9％）、「役目が順番制だから」（16.4％）、「活動に

参加すると楽しい」（13.1％）となっているが、女性は「役目が順番制だから」（42.3％）、「活

動に参加すると楽しい」（21.7％）、「友達ができる」（12.0％）、「人や世の中、地域に役立つ」

（10.8％）と男性と逆転している。 

 

 

 

○参加していない理由（問 11-2） 

 

男女とも「仕事が忙しく両立が難しい」（女性 20.7％男性 29.6％）といった時間的な制約と

「どういった団体があるかわからない」（女性 19.8％男性 21.4％）、「特にしたいと思う活動

がない」（女性 19.8％男性 15.3％）といった活動するための情報不足をあげる人が多かった。 
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○参加するために必要だと思うこと（問 12） 

 

女性の 1位と 2位は「活動に参加しやすい雰囲気をつくること」（30.5％）「家族の理解と協

力」（27.1％）。男性の 1 位と 2 位は「地域社会にもっと関心を持つ雰囲気か高まること」

（29.3％）「活動に参加しやすい雰囲気をつくること」（22.4％）となっているが、男女間に

あまり大きな差異はない。 
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５．女性の人権等について 

 

○配偶者や恋人からの暴力を受けた経験について（問 13） 

 

配偶者や恋人からの暴力を受けた経験があると回答した割合は、精神的暴力（女性 21.8％男

性 12.5％）、身体的暴力（女性 3.5％男性 0.7％）、性的暴力（女性 9.1％男性 1.4％）、経済的

暴力（女性 4.5％男性 2.2％）のいずれの項目でも女性のほうが高い。 

また、年に数回（3.1％）、週に 1回以上（0.5％）という頻度で「命の危険を感じるぐらいの

暴力を受けた」という回答もあり、激しい暴力が日常的になっているような憂慮される事態

もある。 

 

（ア）命の危険を感じるぐらいの暴力を受けた 

 

（イ）医師の治療が必要となる程度の暴力を受けた 

 

（ウ）医師の治療が必要とならない程度の暴力を受けた 
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（エ）嫌がっているのに性的な行為を強要された 

 

（オ）見たくないのにポルノビデオ・雑誌を見せられた 

 

（カ）何を言っても無視され続けた 

 

（キ）交友関係や電話を細かく監視された 

 

（ク）「誰のおかげで生活できるんだ」とか「甲斐性なし」と言われた 
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（ケ）大声でどなられたり、暴言を吐かれた 

 

（コ）生活費を渡さないなど、経済的におさえつけられた 
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○暴力を受けたときの相談の有無（問 14） 

 

相談しなかった人が約 8割と圧倒的に多い。 

 

 

○暴力を受けたとき相談先（問 15）【女性のみ】 

 

相談相手は、家族（86.7％）、友人（73.3％）と続き、暴力被害が公的相談窓口につながって

いるケースはごく一部といえる。 
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○相談しなかった理由（問 16） 

 

第 1位は「相談するほどのことではないと思った」86.2％（女性 84.6％男性 88.5％）で女性

より男性の割合が高い。第 2位は「自分が我慢すれば何とかやっていけると思った」49.2％

（女性 56.4％男性 38.5％）は女性が高く、「自分にも悪いところがあると思った」49.2％（女

性 46.2％男性 53.8％）と男性が高い。 

 

 

 

○望まない妊娠を防ぐために大事なこと（問 17） 

 

「学校における人権尊重及び健康の視点に立った性教育の実施」が 71.8％で第 1位。「妊娠・

出産・避妊・中絶に関する情報の提供」56.2％と続く。 
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○女性に対する暴力をなくす方法（問 18） 

 

男女とも「早期相談が可能な身近な相談窓口を増やす」が 75.7％で最も多く、次

いで「学校での暴力を防止するための教育を行う」55.4％となっている。 
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６．男女共同参画社会について 

 

○男女共同参画社会の実現へむけての関連用語認知状況（問 19） 

 

関連用語を認知している人の割合が最も高いのは、「男女雇用機会均等法」で 72.8％（女性

68.1％男性 78.9％）、次いで「ＤＶ防止法」64.4％（女性 62.9％男性 66.3％）と上位２つに

ついてはある程度認知されているが、以下「男女共同参画社会基本法」38.5％、「ジェンダー

（社会的性差）」23.7％と落ち込み、「ワーク・ライフ・バランス」20.8％、「女性差別撤廃条

約」19.8％と認知状況が 3割に満たないものが多い。「かしま男女共同参画プラン」について

も 12.1％とほとんど知られていない。 
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○男女の地位が平等だと思う分野について（問 20） 

 

さまざまな分野での男女の平等感については、「学校教育の場」77.6％（女性 75.6％男性

80.2％）が最も平等と感じている割合が高い。逆に『平等』と感じている割合が低い（男性

が優遇されていると思われる）分野は、「政治の場」12.2％（女性 8.3％男性 17.0％）、「社会

通念・習慣・しきたりなど」14.2％（女性 9.8％男性 19.7％）、「職場」23.8％（女性 21.8％

男性 26.3％）、「家庭生活」31.2％（女性 25.6％男性 38.3％）であり、ほとんどの分野におい

て男性より女性が『不平等』だと感じている割合が高くなっている。 
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（エ）地域活動・社会活動の場 

 

（オ）政治の場 

 

（カ）法律や制度の上 

 

（キ）社会通念・習慣・しきたりなど 
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○男女の地位が平等になるために重要なこと（問 21） 

 

第 1位は「さまざまな偏見、固定概念、習慣、しきたりを改める」社会意識の変革で 38.1％。

次いで、女性自身の努力を必要とする「女性の能力向上」18.8％と続く。 
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○女性の役職登用について（問 22） 

 

女性の進出についての積極的な考え方は、「国会議員」「知事・市町長」「県・市町議会議員」

いずれについても男女ともに 6割以上を占めており、差別による差異はほとんど見られない。 

また、その他いずれの項目についても、女性の積極的な参入に対する意識が高いことが窺え

る。 
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（オ）県・市町など役所の管理職 

 

（カ）小・中・高校の管理職 

 

（キ）大学教授 

 

（ク）裁判官・検察官・弁護士 

 

（ケ）医 師 
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（コ）農協など団体の役員 

 

（サ）会社の管理職 

 

（シ）会社の経営者・企業家 

 

（ス）町内会長・自治会長 

 

（セ）ＰＴＡ会長 
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○企画や方針決定に女性の参画が少ない理由（問 23） 

 

「男性優位の組織運営」53.3％が第 1位、次いで「女性の参画を積極的に進めようと意識す

る人が少ない」48.5％、「家庭、職場、地域での性別役割分担や性差別的な意識や慣行」47.2％

と続く。 
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○行政機関に対する男女共同参画社会づくりにおける要望（問 24） 

 

県や市町に対する男女共同参画社会づくりにおいて望まれるのは、「保育の施設・サービスや

高齢者・病人の施設・介護サービスの充実」が第 1位で、第 2位は「各種団体や地域で活躍

する 
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７．老後について 

 

○老後の生活に対して思うこと（問 25） 

 

年代、性別による違いはあまりなく、「不安に思っている」と答えた人の割合は 82.9％とな

っており、8割以上の人が不安に思っている。 
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○老後生活で不安に思っていること（問 25-1） 

 

「年金・介護・医療制度に対する不安」（55.9％）が最も多く、「健康状態や身体能力が下が

ること」（51.2％）、「生活費の不安」（44.1％）が続いている。 

 

 

 

○身の回りのことができなくなったとき要望する介護形態（問 26） 

 

「在宅サービスを利用する」（61.2％）が最も多く、「介護施設に入る」（57.5％）、「配偶者が

世話をする」（30.3％）が続いている。 

性別でみると、「配偶者が世話をする」（女性 21.1％男性 42.2％）に大きな違いがみられ、男

性は女性に比べて配偶者の世話を望んでいる割合が圧倒的に高いことがわかる。 
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８．自由意見 

 

 調査票の最後に自由意見欄を設け、回答者からのご意見を聞いたところ、 ３４名の方々

からご意見が寄せられた。 
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自由意見一覧 

性別 年代 自由意見 

男 60歳代 
仕事が継続的にあり経済的に安定しないと、社会参加の意欲が出な

いかもしれない。 

男 70歳以上 
このアンケートをどのように生かそうと考えていますか。市報のな

かでお知らせを願います。 

女 60歳代 

女性の社会進出や責任あるポストを任せることと同時に、家庭にお

ける男女共同参画（家事など）が実現されないと、明日へのエネル

ギーも湧いてこないし、女性が元気になれないし、かえってきつい

立場になったりすると思われる。 

男 20歳代 

個人的には、小・中学生の時の性へ目覚める時に男女共同について

考えさせることが一番の近道なのではないかと考える。従って、教

育委員会・学校・保護者・地域などとの連携が必要になってくるの

かと思います。 

男 70歳以上 

私には質問が理解しにくいほど難しかった。もう少し市民に密着し

た質問にしてほしと思う。また、このアンケートは女性向けと思い

ました。 

女 40歳代 

フルタイムの仕事に就いている。３歳児未満の保育料がとても高額

で困る。仕事も家庭も育児もあきらめたくないと思い頑張っている

が、鹿島市は女性（特に子育て）に対し『不親切な市である』と強

く思う。病院は少なく、母子手帳の交付日も週１回などに呆れた。

ピオの子育て支援センターも働く親にはあまり意味のないもので

期待もしていない。男女が平等に働くには、子育てへの支援が必要

だと思う。年中無休で支援できる施設やシステムをつくり、『子育

てしやすい、住みやすい、住みたいと思える市』にしてほしい。鹿

島市の現状はそうとは思えない。子どもを遊ばせる公園も少ない。

市役所横の公園は雑草が多いです。 

女 50歳代 

本来、女性にしかできないこと、女性の方がより向いていることは

たくさんあると思う。平等であってほしいとは思うが、無理してま

で女性が男性と同じことをしなければという考えは、それ自体が違

うと思う。 

女 70歳以上 

仕事が健康的にできる人には、その年齢の見合った仕事ができる環

境をつくってほしい。若者が少なくなれば、年配者も若い人の能力

を借りて仕事ができたらと思う。全ての人にとって楽しい社会にな

れば良いと思う。 

男 70歳以上 努力！ 

女 50歳代 
職場での性差別に不満。経営者の意識が低い。学校教育や社会の常

識に対しての啓発が必要。 
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自由意見一覧 

性別 年代 自由意見 

女 50歳代 男女平等や女性の社会進出等は素晴らしいと思うが、子どもがいる

家庭では子育てが重要である。子育てが女性だけの仕事とは思わな

いが、現在、学校で起こる子どもたちの問題行動の多さの原因は、

家庭内での愛情不足だと言われている。多様な考え方があるとは思

うが、『愛情深い子』を育てることが大切だと思う。 

男 60歳代 男女の区別なく共通の問題として、男性にはない女性の特徴・特性

を活かした点をあらゆる視点から引き出し活用することが大事。こ

れまで注目されてこなかった女性の柔らかさ、優しさ、繊細さ等に

幅広く、これまで男性の分野と決められていたことにも、新しく取

り組む社会づくりをしていくことが大切ではないか。 

女 20歳代 全体的に答えようのない質問が多かった。基本的にどの質問も状況

により答えが複数あるいは何とも言えないものが多かったので、二

極化した回答しか用意されていないところが不満だった。そのた

め、アンケートに対する回答がすべて自分の考えに完全に一致して

いるとは言えません。 

女 50歳代 日々の雑事と仕事に追われる日常の中で、自分自身を省みる良い機

会になった。アンケートの回答を活字で表すと限界があることにも

どかしさを感じる項目が多々あった。 

男女が本来持っている特性を踏まえて、本物の共同参画とよべる社

会が来ることが望ましいが、建前だけの社会になるといたる所に歪

みが出てくると思う。現在の日本がそうであるような気がしてなら

ない。 

男 40歳代 鹿島市は他の市町と比べると少々出遅れている傾向が感じられる。

もっと若い能力を使ってはどうでしょうか。 

男 50歳代 私自身、男女共同参画社会基本法など全く分かっておらず、意味が

今一つ理解できていないのが現状である。男女共同参画社会がどん

なものか、またかしま男女共同参画プランなどがあることも知らな

かった。 

女 30歳代 女性が働きやすい環境が少ないと思う。核家族が多くなり、子ども

が小さいと遅くまで仕事ができず、女性のほうが早く仕事をやめて

子どもの迎えに行くとか、食事の用意もしなければ等々。会社側も

もっと女性が働けるよう、勤務時間等を調整してほしいと思う。 

男 70歳以上 回答のなかで、男や高齢者も答えるのかと考える項目があった。出

産・子育てを女性自身はどう考えているのかを聞いた後に回答を考

えたかった。 

 



~ 38 ~ 
 

自由意見一覧 

性別 年代 自由意見 

女 50歳代 女性がもっと働ける場所をつくってほしい。 

若者の出会い（結婚）の場をつくってほしい。 

女 60歳代 環境の整備や充実も大切だが、女性自身がもっと勉強して、自身の

能力を高めていく努力も必要。 

女 70歳以上 難しいアンケートだった。 

男 60歳代 少しずつでも前に進んでほしい。実行あるのみ。 

男 40歳代 お疲れ様です。 

男 20歳代 女性進出について主観がおかれたアンケートであるが、『女尊男卑』

な社会的一面もあることに触れていないのは不愉快である。 

女 40歳代 質問に対する答えの選択が限定されていて答えにくい部分があっ

た。よくわからない質問もあった。例えば、『望まない妊娠』とは

暴行によってのことなのか、避妊しなかったためなのか等。 

女 30歳代 問 22 は、現状どの位女性がいるのかわからなかったので、答えよ

うがなかった。 

男 60歳代 より良い社会にするために、お互い頑張りましょう。ありがとうご

ざいました。 

女 60歳代 男女共同参画もよいが、やっとありつけた仕事を職場の人間関係に

悩み続けられずにいる人が多い。職場においての原因を取り除く方

法を教えてほしい。楽しく働ける職場になるよう願っている。 

女 60歳代 日本おいては、女性はいたるところで不利だと感じる。男性の女性

に対する意識を根本から変えないと何も変わっていかないと思う。

女性しか子どもを産めない。子育てしながら働く女性への深い理解

がもっともっと欲しい。 

女 30歳代 子育て世代・共働きで、育児と仕事を頑張っている。父親の仕事が

休みにくく、母親が休むことになり負担が大きい。子どもが病気の

場合は保育園に預けられずに困っているので、『病児保育』を充実

させてほしい。そこが整備されないと女性は仕事が続けられない。

男女共同参画社会というなら、優先して整備してほしい。整備が遅

れると出生率がもっと低くなると思う。 

女 50歳代 アンケート内容が難しかった。 

男 70歳以上 男女共同参画社会、その基本は一人ひとりの人間尊重ではないか。

社会全体が個々を大切に思う心を養い育てていくことではないか。

強い者にまかれず、弱い者に驕らない社会になればと思う。 

男 60歳代 先ずは女性を職につけ、意見を聞き、職務を実行させること。 
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自由意見一覧 

性別 年代 自由意見 

男 50歳代 回答の選択肢が十分でないように思う。もう少し深めた検討が必要

かと思う。 

 


